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	地方圏で働く女性のキャリア 仕事に踏み出す自信と期待を育てる 自治体支援とマネジメントの提言
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	はじめに
	～女性が自分のキャリアに踏み出せる地域を作るには～
	女性の就業率は全国的に上昇し、地方圏においても子育て期の女性が働くことは一般的になっています。 しかしその一方で、女性に母親としての役割を強く期待する傾向はいまだ根強く残っており、女性が自らのキャリアを描き、主体的に行動することには依然として大きなハードルが存在しています。
	こうした状況は、女性の意欲や能力の発揮を難しくしているだけでなく、人材不足に直面する地方企業にとっても、優秀な人材を十分に生かしきれない要因となっています。さらに、本報告書で示すように、こうした環境は女 性が今の地域に住み続ける意欲にも影響を及ぼし、結果として地域の持続可能性にも関わる課題となっています。
	本研究は、「何があれば女性が自らのキャリアに踏み出せるのか」という問いに向き合います。特に、家庭の事情によって一時的に仕事を控えめにした後、どのような仕事上の経験があれば、その後に仕事の幅を広げたり、キャリアに挑戦したりしやすくなるのかを、当事者の声と客観的なデータの両面から明らかにします。あわせて、そうした経験が企業や地域にもたらす効果についても検証します。
	本報告書は、女性が自らのキャリアに一歩踏み出すことで、働き方や生き方の選択肢を広げるとともに、その力を地域や企業の発展につなげていくことを目指すものです。こうした観点から、地方自治体および地方圏の企業の皆様に対し、女性人材のさらなる活躍に向けた提言を行います。
	本報告書が、今後の施策や企業における人材活用の検討の一助となれば幸いです。


	概要①：本研究の調査プロセスと定量調査の概要
	調査プロセス
	定量調査概要
	全国の女性のキャリア支援者に 対する聞き取り調査
	支援者からみた課題や支援の要点の把握

	グループインタビュー
	地方圏の女性が仕事の量や幅の拡大、独立・転職、新たな職種への挑戦などを行った経験やきっかけを聴取

	定量調査（アンケート調査）
	地方圏の女性の就業実態やキャリア意識・行動、性別役割期待の実感、就業経験等を量的に把握する
	調査名
	地方圏で働く女性のキャリアに関する調査
	目的
	地方圏の女性の就業実態やキャリア意識・行動、性別役割期待の実感、就業経験等の把握
	実施
	インターネットモニター調査 （株式会社マクロミル） 2025年9月18日～19日
	調査対象：地方圏に居住する35～54歳の女性（N:1030）
	家庭の事情（家事・育児、家族の転勤など）のために仕事を控えめにした経験がある
	仕事を控えめにしてから3年以上が経過している
	配偶者・子どもあり、現在就業者
	地方圏：首都圏4都県・政令指定都市に該当しない地域
	比較対象として同条件で都市圏（首都圏4都県または政令指定都市）居住女性のデータも取得（N:500）
	主な調査項目
	生育家庭・居住地・学校での性別役割規範
	キャリアに対する意識・行動
	地域の女性の就業機会、女性の人生の選択肢に関する認識、地域で暮らし続ける希望など

	調査対象 ・項目


	概要②：地方圏の女性の仕事・キャリアを取り巻く環境
	地方圏では、都市圏と比較して、生育家庭や居住地域における性別役割規範がより強固に残る現状がある
	育った家庭での性別役割規範　
	居住地域での性別役割規範
	地域の性別役割規範の強さは、女性のキャリアにつながる就業機会の不足と関連している
	規範の強さは、母親役割を前提とした男女別の職域や雇用形態の分離と相互補完的な関係にあると考えられる。当然、その克服は容易ではない
	このような家庭および地域における性別役割規範と、キャリアにつながる就業機会の不足は、女性が、自分の居住する地域には自らの生き方・働き方に関して選択肢がないと認識する状況と関連している
	女性が希望に沿った生き方・働き方を選択できる地域を実現することは、地域からの人材流出の抑制という観点からも重要である
	実際に、「居住する地域には女性の生き方・働き方に選択肢がない」と認識する女性の約半数は、将来的に子どもに地域外での生活を望む傾向が確認されている（右図表、P15に関連図）
	地方圏では女性の生き方・働き方の 選択肢が限られやすい
	家庭・地域の 性別役割規範
	女性のキャリアにつながる就業機会の不足
	女性の生き方・働き方における 選択肢がない感覚
	今の地域

	他の 地域
	24.4％
	どちらとも 言えない

	25.7％
	子どもに将来、 生活してほしい地域

	49.8％

	概要③：主体的なキャリア探索行動は「就業経験の質」から生まれる
	地方圏の女性においては、主体的なキャリア探索行動を広く行うほど、やりたい仕事に就いているなど、働き方の選択肢を持つ実感が高い傾向が確認される
	女性が多様な生き方・働き方の選択肢を持てる地域を実現するためには、女性自身が主体的にキャリア形成に向けて行動できる環境を整備することが要となる
	主体的なキャリア探索行動は、①キャリアの自己効力感、②キャリアの結果期待が高いほど活発に行われる傾向。さらに、これらを有する女性は、ジョブ・クラフティング（主体的な仕事の変更）の実施割合や、地域で暮らし続ける意向も高い傾向が見られる
	キャリアの自己効力感および結果期待と最も強く関連するのは、家庭の事情により一時的に仕事を控えめにした後の就業経験の質
	「挑戦的な仕事での模索経験」「仕事を通じた確かな強みの自覚」が重要な要因として確認される
	女性が自らのキャリアのために行動し、生き方・働き方に選択肢を持てる地域を作るためには、地方自治体と企業が連携し、女性が担う仕事の質を見直し、キャリアに対する自信と期待を育む職場づくりを推進することが重要
	家庭の事情で仕事を控えめにした後の 就業経験

	心理的資源
	主体的なキャリア探索行動
	やりたい仕事に就く実感 生き生きと働く実感 10年後も生き生きと働く展望
	鍵は就業経験の質


	地方自治体への提言
	女性が働き方に選択肢を持ち、生き生きと働ける地域を作る上では、女性自身が自分でキャリアを切り拓ける自己効力感やその結果への健全な期待を持ち、それらを原動力に行動できることが重要
	そのような自己効力感や期待は以下の就業経験と関わる
	仕事での挑戦を通じて自分の成果や貢献を実感する「挑戦的な仕事での模索経験」
	仕事経験を通じて自らの強みややりがいの所在を理解する「仕事を通じた確かな強みの自覚」
	女性が自らのキャリアに自信と期待を持つことは、現在の仕事への主体的な関わりや、地域で暮らし続ける希望にもつながるという点で、企業や地域にも有益である
	そのような自己効力感や期待は一朝一夕に形成されるものではないが、企業が日々の仕事の任せ方や承認の仕方を変えることで積み重ねることが可能
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